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【 記 者 発 表 資 料 】

平成２４年１月１０日

九州では初の取り組み！
質問回答形式による大規模土砂災害を想定した

合同防災訓練を実施します。

島原半島における豪雨に起因する大規模土砂災害に対する、国土交通省及び長崎
県、島原市、南島原市、雲仙市等の各防災担当者の防災、減災対応を訓練し、緊急
時の災害対応の能力等の向上に資することを目的として、下記の通り合同防災訓練
を実施します。

【開催日時・場所】
実施日時：平成２４年１月１３日（金） １３：２０～１７：３０
参加機関：＜国＞ 長崎河川国道事務所、雲仙復興事務所

＜県＞ 危機管理監、島原振興局
＜市＞ 島原市、南島原市、雲仙市

開催場所：雲仙岳災害記念館（がまだすドーム） セミナー室

【訓練の特徴】
「質問回答形式」による訓練を行います。質問回答形式では 「進行者」と「訓、

練参加者」に分かれ、必要に応じて状況付与を行った上で 「進行者」が対応に、
ついて質問し、これに「訓練参加者」が回答する形式で進行します。

、 「 、 。例えば 進行者が 市役所さん 住民から電話でがけ崩れの報告がありました
どのように対応しますか？」と質問し、訓練参加者は「連絡をふまえて、発生時
間と場所を確認して、○○部の担当に現地に行くように指示します。また、気象
状況によっては必要な体制に入り、住民の安全確保のための避難勧告の検討や関
係機関への報告を行います」といった回答を行います。質問は、大規模土石流の
発生、天然ダムの形成及び同時多発的に発生する土石流等の大規模土砂災害を想
定します。

このような訓練によって、参加者は大規模土砂災害時の必要な対応や、関係機
関の役割を再確認することができ、緊急時における行政機関の迅速かつ的確な対
応につながることが期待されます。なお 「質問回答形式」による大規模土砂災、
害を想定した合同防災訓練は九州では初となる大変画期的な取り組みです。

問い合わせ先
国土交通省 九州地方整備局 雲仙復興事務所
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